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（1）圧力開放式薄型角型タンクの開発
角型タンクは丸形タンクに比べて給水圧への耐圧性を
確保しずらいという課題があった。そこで、タンク上流
にシスターンを設けて給水圧を一旦開放する圧力開放式
を採用し、薄型角形タンクを可能とした。
圧力開放式薄型角型タンクの開発によって、従来の丸
型タンクによる隅角のデッドスペースを削減し、製品本
体の薄型化を図り、本体容積を87％に縮小（日立空調
システム製従来機比）した。その結果、隣地境界まで
500mmの通路などの狭いスペースへ設置可能な業界最
薄の本体幅395mmを実現した（第2図、第3図）。
また、開発機では、最薄側側面にメンテナンス部を集
約し、狭隘箇所での保守性の向上も図った。

電気式給湯機は、設置スペースの面から、特に都心部
の戸建住宅および集合住宅での普及拡大に課題を有して
いる。
電気式給湯機は、深夜電力によって翌日の給湯使用量
を貯湯するための貯湯槽を備えている。貯湯槽には、給
水圧への耐圧性を得るために丸型タンク（φ500～
600mm程度）を採用する必要があり、このために給湯
機の本体幅が大きくなっていた。
一方、給湯機の利便性においては、快適性志向の高ま
りから、シャワー流量の一層の向上を求める声が増えて
いる。
そこで、省スペース化とシャワー流量の向上を図った
薄型パワフル電気温水器を開発した。

薄型パワフル電気温水器の開発
業界最薄サイズとシャワー流量向上を実現
Development of a Slimmer, Powerful Electric Water Heater
Making the Slimmest Heater in the Industry & Improving Shower Water Flow

（エネルギー応用研究所　お客さま技術G 住環境T）

深夜電力利用方式の電気給湯機は、ランニングコス
トが安価というメリットがある一方で、貯湯槽の設置
スペースを必要とすることから、省スペース化がさら
なる普及拡大への課題となっていた。
今回、隣地境界まで500mmの通路等狭隘箇所へ設

置可能な省スペース化とシャワー流量の向上を図った
薄型パワフル電気温水器を開発したので紹介する。

(Residential Energy Efficiency Team, Customer Technology
Group, Energy Applications Research and Development Center)
Electric hot water systems that use power during the night have
benefits such as low running costs.  However, these usually require
much space for installation of a hot water storage tank.  Therefore, in
order to expand the popularity of these heaters, space-efficiency was
one obstacle that needed to be overcome.
At this time, we would like to introduce a slim, powerful electric water
heater developed by us which saves space and has improved shower
water flow.  This heater can be installed into narrow places such as
spaces between houses of only 500mm.

開発機の特徴

第1図　薄型パワフル電気温水器のシステム図

2開発の背景・目的1
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（2）給湯圧力のさらなる向上
給湯加圧ポンプによる高圧大流量給湯システムを開発
し、シャワー流量の向上を実現した。これにより、3階
でも快適にシャワー利用が可能となった。（同社製従来
機比シャワー流量30％増加）
（3）機能部品のコンパクト化
省スペース化を図るために、混合弁等機能部品の集約
ユニットを開発し、配管損失低減により高速湯張りを実
現した。また、従来機では追焚きのためにタンク内部に
コイル状熱交換器を設置して高速追焚き能力を得ていた
が、タンクの薄型化に伴って開発機では熱交換器をタン
ク外部に備える必要があった。そこで新規にプレート式
小型熱交換器を採用し、高速追焚き能力を実現した。
湯張り：約12分（浴槽湯200L、42℃）
追焚き：約12分（浴槽湯200L、30℃を40℃に昇温）
（いずれも同社製従来機同等。業界最大能力。）

電気式給湯機では、タンク沸上げ時に水の体積膨張量
に応じた湯が排出される。開発機ではこの膨張水をシス
ターンで回収する構造とした。沸上げ熱量の約2％を回
収し、月約180Lの節水効果がある。
開発機の給湯に必要なランニングコストは、水道代を
加味すると、補機動力の増分と相殺され、従来機と同等
である。

今回開発した薄型パワフル電気温水器は、共同開発先
の㈱日立空調システムから平成17年2月より2機種（第
1表）販売されている。（商品名「パワフルスリム」）
今後は、省スペース性、利便性向上とともにエコキュ
ートへの適用検討を行う予定である。
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第1表　開発機の仕様

外 形 寸 法
（高さ×幅×奥行き）

消 費
電 力

沸 上 げ 温 度

運 転 音

浴 槽 設 置 範 囲

接 続 配 管

適 用 電 力 制 度

製 　 品 　 名

機 種 区 分

電 源

タ ン ク 容 量

型 式

ヒータ用

制 御 用

タ ン ク 材 質

ポンプ給湯圧力

風呂追焚き能力

薄型パワフル電気温水器

BE-FS37AWU BE-FS46AWU

370L

約 4.4kW

460L

約 5.4kW

8時間通電制御／
時間帯別電灯型

高：約90℃／低：約75℃／
自動：約75～ 90℃

約40dB（A）
（出湯・追焚き同時運転時）

－1m（本体底面からふろアダプタ高さ）
～4m（本体底面から浴槽溢れ縁高さ）

給水・給湯管：20A（R3/4）、
排水管：15A（R1/2）、

ふろ往き・戻り管：15A（R1/2）、
分岐給水管：20A（R3/4）、

オーバーフロー管：20A（R3/4）

屋外・屋内兼用タイプ

単相200V　50/60Hz

約 220W

高耐食性ステンレス鋼

0.2MPa

10kW（タンク上部湯温90℃の場合）

1,450× 395×
1,285mm

1,710× 395×
1,285mm

執筆者／宮田真理
Miyata.Mari@chuden.co.jp

開発機の効果3

今後の展開4

第3図　開発機の設置イメージ例

第2図　従来機と開発機の外形比較（460L機種）


